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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被めっき物上に黒色の３価クロム層を析出させるための電気めっき浴であって、
　色彩増強剤としてチオシアン酸イオン及び一次粒子径が１μｍ未満のナノダイヤモンド
を含有することを特徴とする電気めっき浴。
【請求項２】
　前記ナノダイヤモンドの濃度は、０．０２～０．１６ｇ／Ｌであることを特徴とする請
求項１に記載の電気めっき浴。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の電気めっき浴を用いた黒色３価クロムめっき膜を有するめっき
製品の製造方法であって、
　前記電気めっき浴を用いて、被めっき物上に電気めっきにより黒色３価クロムめっき膜
を形成し、次に該黒色３価クロムめっき膜上にクロメート処理を施すことを特徴とする黒
色３価クロムめっき膜を有するめっき製品の製造方法。
【請求項４】
　一次粒子径が１μｍ未満のナノダイヤモンド粒子が分散された黒色３価クロムめっき膜
と、前記黒色３価クロムめっき膜上に形成されたクロメート皮膜とを有するめっき製品で
あって、
　めっき製品の表面のｂ＊値が４以下であることを特徴とするめっき製品。
【請求項５】
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　前記めっき製品の表面のＬ＊値が５０以下であることを特徴とする請求項４に記載のめ
っき製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、黄味を抑制した黒色めっき製品を得るための電気めっき浴、めっき製品の製
造方法、及びめっき製品に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、樹脂、金属、ガラス、セラミックス等の装飾部品の装飾性等の外観特性、耐
久性等の機能性を付与するために、装飾部品の表面処理技術の一つとしてめっき処理が行
われている。その中でも、金属様外観を有するクロムめっき層は、めっき膜の硬度が高く
、外観特性及び機能性に優れるため、例えば銅めっきやニッケルめっきを下地として仕上
げの最上層めっきとして使用されている。
【０００３】
　近年意匠性の観点から深みのある漆黒調の黒色の外観を求めるニーズが高まっているこ
とから、例えば車両用製品では、３価クロムめっきによる処理が行われることがある。従
来より、例えば特許文献１に開示されるような３価クロムめっきを施した製品が知られて
いる。特許文献１は、色彩増強添加剤として、チオシアン酸イオン及びコロイダルシリカ
を有する３価クロムめっき液について開示する。漆黒調の鏡面外観は、３価クロムめっき
液中にコロイダルシリカ等の色彩増強添加剤を配合することによりその色調を増強させて
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１７－１０６１１９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところが、特許文献１に開示される３価クロムめっきを用いた製品は、得られる黒色め
っき膜の黄味（ｂ＊値）が高く、商品性が低下する場合があるという問題があった。
　本発明は、これらの課題を解決するためになされたものであり、その目的は、黒色めっ
き製品において黄味を抑制できる電気めっき浴、めっき製品の製造方法、及びめっき製品
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、発明者らの鋭意研究の結果、被めっき物上に黒色の３価クロム層を析出させ
るための電気めっき浴において、色彩増強剤としてナノダイヤモンド及びチオシアン酸イ
オンを含有することにより、黒色めっき製品において黄味を抑制できることを見出したこ
とに基づく発明である。
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明の一態様では、被めっき物上に黒色の３価クロム層
を析出させるための電気めっき浴であって、色彩増強剤としてナノダイヤモンド及びチオ
シアン酸イオンを含有することを特徴とする。前記ナノダイヤモンドの濃度は、０．０２
～０．１６ｇ／Ｌであることが好ましい。
【０００８】
　本発明の別の態様では、前記電気めっき浴を用いた黒色３価クロムめっき膜を有するめ
っき製品の製造方法であって、前記電気めっき浴を用いて、被めっき物上に電気めっきに
より黒色３価クロムめっき膜を形成し、次に該黒色３価クロムめっき膜上にクロメート処
理を施すことを特徴とする。
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【０００９】
　また、本発明の別の態様では、ナノダイヤモンド粒子が分散された黒色３価クロムめっ
き膜を有するめっき製品であって、めっき製品の表面のｂ＊値が４以下であることを特徴
とする。めっき製品の表面のＬ＊値が５０以下であることが好ましい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、黒色めっき製品において黄味を抑制できる。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　（第１実施形態）
　以下、本発明の電気めっき浴を具体化した第１実施形態を説明する。本実施形態の電気
めっき浴は、被めっき物上に黒色の３価クロム層を析出させるための電気めっき浴であっ
て、３価クロム、色彩増強剤としてナノダイヤモンド及びチオシアン酸イオンを含有する
。
【００１２】
　チオシアン酸イオンは、めっき製品において黒色外観を得るために配合される。チオシ
アン酸イオンの電気めっき浴中における濃度は、特に限定されないが、好ましくは０．５
ｇ／Ｌ～１０ｇ／Ｌ、より好ましくは０．５ｇ／Ｌ～３ｇ／Ｌである。かかる配合量が０
．５ｇ／Ｌ以上の場合、より良好な色合いの黒色のめっき外観を得ることができる。特に
、ナノダイヤモンドとの併用により、黄味及び明度を抑制した漆黒調の黒色外観を得るこ
とができる。かかる配合量が１０ｇ／Ｌ以下の場合、より良好な色合いの黒色のめっき外
観を効率的に得ることができる。チオシアン酸イオンとしては、例えばチオシアン酸ナト
リウム、チオシアン酸カリウム等の形態で配合することができる。
【００１３】
　ナノダイヤモンドは、めっき製品において黄味を抑制した漆黒調の鏡面外観を得るため
に配合される。ナノダイヤモンドの電気めっき浴中における濃度は、特に限定されないが
、０．０１～５ｇ／Ｌであることが好ましく、０．０２～０．１６ｇ／Ｌであることがよ
り好ましく、０．０５～０．１５ｇ／Ｌであることがさらに好ましい。濃度が０．０１ｇ
／Ｌ以上の場合、黄味及び明度をより抑制することができ、より優れた漆黒調の鏡面外観
を得ることができる。濃度が５ｇ／Ｌ以下の場合、ナノダイヤモンド粒子の分散性をより
向上させ、黄味及び明度をより抑制した漆黒調の鏡面外観を効率的に得ることができる。
【００１４】
　ナノダイヤモンドは、一次粒子径が１μｍ未満（ナノレベル）のもの、好ましくは１０
０ｎｍ以下、より好ましくは１０ｎｍ以下のものを使用することができる。また、黄味及
び明度が抑制された優れた黒色外観を得る観点から、一次粒子の凝集が抑制された高分散
性のナノダイヤモンドを使用することが好ましい。また、市販品を使用してもよく、例え
ばCarbodeon社製のuDiamond（一次粒子４～６ｎｍ、高分散グレード）等を使用すること
ができる。
【００１５】
　３価クロムは、３価クロム塩が使用される。３価クロム塩の具体例としては、３価クロ
ムめっき膜の形成において公用される成分であれば特に限定されないが、例えば硫酸クロ
ム、クロムミョウバン、硝酸クロム、塩化クロム、酢酸クロム等が挙げられる。これらの
成分は、１種を単独で使用してもよく、２種以上を組み合わせて使用してもよい。３価ク
ロムの電気めっき浴中における濃度は、特に限定されないが、黒色の色調に優れる観点及
び電気めっき浴の安定性の観点から、１～１００ｇ／Ｌであることが好ましく、１０～５
０ｇ／Ｌであることがより好ましい。
【００１６】
　その他、３価クロムを用いた電気めっきにおいて通常用いられる公知の添加剤、例えば
錯化剤、導電性塩、ｐＨ緩衝剤、析出促進剤、湿潤剤、触媒、有機物、レベリング剤、光
沢剤、還元剤等を適宜使用することができる。本発明の効果を阻害しない範囲内において
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、その他めっき反応や色彩を制御する添加剤を使用してもよい。錯化剤としては、例えば
ギ酸カリウム、リンゴ酸ナトリウム等が挙げられる。導電性塩としては、例えば塩化アン
モニウム、塩化ナトリウム、塩化カリウム、硫酸カリウム、硫酸ナトリウム、硫酸アンモ
ニウム等が挙げられる。ｐＨ緩衝剤としては、例えばホウ酸、ギ酸、酢酸等が挙げられる
。湿潤剤としては、例えばラウリル硫酸ナトリウム、エチルヘキシル硫酸ナトリウム、ポ
リオキシエチレンアルキルフェニルエーテル等のノニオン界面活性剤等が挙げられる。そ
の他めっき反応や色彩を制御する添加剤としては、例えばシリカ、硫黄、リン酸、サッカ
リン等が挙げられる。各成分の添加量は、各種目的等に応じて適宜調整して添加すること
ができる。
【００１７】
　本実施形態の電気めっき浴が適用される被めっき物（基材）は、特に限定されず、電気
めっき可能なものであれば、目的に応じて公知の材料を適宜選択することができる。基材
として、例えば、金属の他、表面を導電性材料で被覆した樹脂、ガラス、セラミック等を
挙げることができる。樹脂製の基材は、剛性、加工容易性、耐熱性、めっき容易性等の機
能性、使用目的等を考慮して適宜選択することができる。樹脂としては、例えばアクリル
ニトリル・ブタジエン・スチレン共重合体（ＡＢＳ）樹脂、ポリカーボネート（ＰＣ）樹
脂、ＰＣ／ＡＢＳアロイ（ＰＣ／ＡＢＳブレンド樹脂）、ポリプロピレン（ＰＰ）樹脂、
ポリアクリル樹脂（ポリメタクリル樹脂）、ポリメタクリル酸メチル（ＰＭＭＡ）樹脂、
変性ポリフェニレンエーテル（ＰＰＥ）樹脂、ポリアミド樹脂、ポリアセタール樹脂等を
挙げることができる。また、樹脂製の基材は、公知の成型方法、例えば射出成形法、押出
成形法、ブロー成形法、圧縮成形法等を用いて成形することができる。基材に用いられる
金属としては、例えば鉄、ステンレス、アルミニウム、アルミニウム合金、チタン、チタ
ン合金等を挙げることができる。これらの基材は、１種類を選択して用いてもよく、又は
複数種類を組み合わせて用いてもよい。
【００１８】
　基材表面を導電性材料で被覆する場合、外観特性及び機能性に優れる観点から、銅めっ
き、ニッケルめっき等を採用することができる。銅めっきは、無電解銅めっき処理により
形成しても、電気銅めっき処理により形成してもよい。それらは、各めっきの特性に応じ
て適宜選択することができる。電気銅めっき処理を施す場合、基材表面に導電性を付与す
るために、無電解めっき処理を施すことが好ましい。無電解めっき処理としては、無電解
銅めっき処理以外に、無電解ニッケルめっき処理が挙げられる。
【００１９】
　無電解銅めっき処理は、公知の方法を適宜採用することができる。例えば還元剤として
ホルムアルデヒドを用いるホルムアルデヒド浴が挙げられる。また、還元剤としてテトラ
ヒドロホウ酸カリウム、ＤＭＡＢ、水酸化ホウ素ナトリウム等の水素化ホウ素系、グリオ
キシル酸塩、次亜リン酸塩、ホスフィン酸塩、コバルト（II）塩、ヒドラジン等を用いる
浴によって行うこともできる。例えば、ホルムアルデヒド浴にて行う場合、還元剤として
のホルムアルデヒドの他に、銅塩としての硫酸銅、錯化剤としてのロシェル塩及びエチレ
ンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）等、ｐＨ調整剤、安定剤、促進剤、皮膜改良剤、界面活性
剤等を含有するめっき浴に浸漬することによって行うことができる。
【００２０】
　無電解ニッケルめっき処理は、公知の方法を適宜採用することができる。例えば、基材
としてＡＢＳ樹脂が用いられる場合、基材を界面活性剤含有浴に浸漬して基材表面を脱脂
した後、クロム酸／硫酸溶液に浸漬して基材表面に対してエッチング処理を行う。続いて
、基材表面にＰｄ／Ｓｎ混合コロイド触媒等に代表される触媒を付与して活性化後、無電
解ニッケルめっき処理を行う。無電解ニッケルめっき処理は、ホスフィン酸塩、テトラヒ
ドロホウ酸塩、ジメチルアミンボラン（ＤＭＡＢ）、ヒドラジン等を還元剤とし、ニッケ
ル塩として、硫酸ニッケル、塩化ニッケル等を含有するとともに、錯化剤、促進剤、安定
剤、ｐＨ調整剤、界面活性剤等を含有するめっき浴に浸漬することによって行うことがで
きる。
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【００２１】
　電気銅めっき処理は、公知の方法を適宜採用することができる。めっき浴は、例えばシ
アン化第一銅及びシアン化ナトリウムを含むシアン化銅めっき浴、ピロリン酸銅及びピロ
リン酸カリウムを含むピロリン酸銅めっき浴、硫酸銅を含む硫酸銅めっき浴等のいずれを
採用してもよい。めっき浴中に、公知の添加剤、例えばレベリング剤、促進剤、抑制剤等
を配合することができる。これらの添加剤は、基材の表面状態、例えば表面粗さ、うねり
等に応じて、配合量及び比率等を適宜調整して添加することができる。
【００２２】
　また、本実施形態の電気めっき浴が適用される基材の下地層として、上記銅めっき層の
上に、ニッケルめっき処理、例えば半光沢ニッケル（ＳＢＮ）めっき処理、光沢ニッケル
（ＢＮ）めっき処理、ジュールニッケル（ＤＮ）めっき処理、マイクロポーラスニッケル
めっき処理等を施してもよい。これらのニッケルめっき層により、腐食をより抑制してめ
っき製品の耐久性をより向上させることができる。
【００２３】
　ニッケルめっき処理は、公知の方法を適宜採用することができる。より具体的には、ワ
ット浴、全塩化物浴、スルファミン浴、ウッドストライク浴等を用いた方法が挙げられる
。めっき浴には、ニッケルめっき層に光沢性を付与する観点から、ニッケルめっき処理に
適用可能な公知の光沢剤を配合してもよい。
【００２４】
　本実施形態の電気めっき浴を用いた３価クロムめっき処理により、上記被めっき物表面
に黒色の３価クロムめっき層を析出させる方法は、従来公知の条件を採用することができ
る。例えば、めっき浴のｐＨが２．５～４．５の範囲内、浴温が３０～５０℃の範囲内、
電流密度が１～２０Ａ／ｄｍ２範囲内の条件下で行うことができる。
【００２５】
　次に、上記のように構成された本実施形態の電気めっき浴の作用を以下に説明する。
　本実施形態の被めっき物上に黒色の３価クロム層を析出させるための電気めっき浴にお
いて、色彩増強剤としてナノダイヤモンドを配合した。したがって、かかる電気めっき浴
を用いて得られためっき製品において黄味を抑制した漆黒調の黒色の外観を得ることがで
きる。これは、従来使用されてきたコロイダルシリカに比べ、ナノダイヤモンドは透過率
が低く、入反射した黄味を抑制することができるため、ｂ＊値を抑制することができるも
のと考えられる。
【００２６】
　本実施形態の電気めっき浴によれば、以下のような効果を得ることができる。
　（１）本実施形態の被めっき物上に黒色の３価クロム層を析出させるための電気めっき
浴において、色彩増強剤としてナノダイヤモンドを配合した。したがって、かかる電気め
っき浴を用いて得られためっき製品において黄味を抑制した漆黒調の黒色の外観を得るこ
とができる。また、色彩増強剤としてチオシアン酸を配合した。したがって、めっき製品
において明度を抑制した漆黒調の黒色の外観を得ることができる。
【００２７】
　（２）ナノダイヤモンドの濃度として０．０２～０．１６ｇ／Ｌの範囲が適用された場
合、黄味及び明度をより抑制することができ、より深みのある漆黒調の鏡面外観を得るこ
とができる。また、ナノダイヤモンド粒子の分散性をより向上させ、黄味及び明度をより
抑制した漆黒調の鏡面外観を効率的に得ることができる。
【００２８】
　（第２実施形態）
　以下、本発明のめっき製品を具体化した第２実施形態を説明する。第１実施形態との相
違点を中心に記載する。本実施形態のめっき製品は、ナノダイヤモンド粒子が分散された
黒色３価クロムめっき膜を有するめっき製品であって、めっき製品の表面のｂ＊値が４以
下である。なお、めっき製品の表面のｂ＊値は、分光測色計（例えば、コニカミノルタ社
製：ＣＭ－７００Ｄ）を用いて測定することができる。
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【００２９】
　また、本実施形態のめっき製品は、好ましくは表面のＬ＊値が５０以下である。かかる
構成により、黒色３価クロムめっき膜において、より深みのある漆黒調の黒色外観が得ら
れる。
【００３０】
　本実施形態のめっき製品の製造方法は、好ましくは第１実施形態の電気めっき浴を用い
て実施することができる。具体的には、第１実施形態のめっき浴を用いて、被めっき物上
に電気めっきにより黒色３価クロムめっき膜を形成する工程により、上記めっき製品が得
られる。めっき条件は、第１実施形態欄に記載の条件を採用することができる。めっき製
品表面のＬ＊値が５０以下の要件も満たす場合、電気めっき浴中のナノダイヤモンドの濃
度は、０．０２～０．１６ｇ／Ｌの範囲に規定することが好ましい。
【００３１】
　被めっき物は、第１実施形態において記載したものを採用することができる。本実施形
態の要件を満たすめっき製品が容易に得られる観点から被めっき物は、３価クロムめっき
処理を施す前に、下地めっき処理として、銅めっき、ニッケルめっきが施されてもよい。
ニッケルめっき処理としては、例えば半光沢ニッケル（ＳＢＮ）めっき処理、光沢ニッケ
ル（ＢＮ）めっき処理、ジュールニッケル（ＤＮ）めっき処理、マイクロポーラスニッケ
ルめっき処理等が挙げられる。被めっき物を構成する基材上に、例えば銅めっき、半光沢
ニッケルめっき、光沢ニッケルめっき、マイクロポーラスニッケルめっきが順に施される
ことが好ましい。
【００３２】
　また、黒色３価クロムめっき膜上に、さらにクロメート処理を施し、クロメート皮膜を
形成することが好ましい。かかる処理を施すことにより、ナノダイヤモンド粒子が分散さ
れた黒色３価クロムめっき膜を有するめっき製品において、より黄味（ｂ＊値）及び明度
（Ｌ＊値）が抑制された、漆黒調の黒色外観を得ることができる。
【００３３】
　クロメート処理は、公知の方法を適宜採用することができる。クロメート処理する方法
は、例えば電解クロメート法、浸漬クロメート法等が挙げられる。電解クロメートとして
は、例えば電解液としてＥＣＲ５００（ＪＵＣ社製）を使用し、５０～６０℃、０．５Ａ
／ｄｍ２の電流密度で１～２分電解処理する方法が挙げられる。浸漬クロメート法は、ク
ロム酸浴への浸漬することにより行われる。クロム酸浴の液組成としては、クロム酸、又
は重クロム酸ナトリウム等を主成分とするものが挙げられる。例えば、無水クロム酸を２
００ｇ／Ｌ、硫酸を２０ｇ／Ｌ、ＮａＦを１０ｇ／Ｌよりなる液を使用し、５０～６０℃
、１～３分浸漬することにより行われる。
【００３４】
　本実施形態のめっき製品によれば、以下のような効果を得ることができる。
　（３）本実施形態は、ナノダイヤモンド粒子が分散された黒色３価クロムめっき膜を有
するめっき製品において、めっき製品の表面のｂ＊値が４以下である。したがって、３価
クロムめっき膜を有する漆黒調の黒色めっき製品において、黄味が抑制された製品を得る
ことができる。
【００３５】
　（４）本実施形態のめっき製品において、表面のＬ＊値が５０以下である場合、黒色３
価クロムめっき膜において、より深みのある漆黒調の黒色外観が得られる。
　なお、上記実施形態は以下のように変更してもよい。
【００３６】
　・上記実施形態の被めっき物の形状や用途は、特に限定されず、車両用の内装又は外装
部品、電気・電子部品、日用品等の分野に適宜採用することができる。
　・上記第２実施形態において、下地めっき層として、銅めっき層、半光沢ニッケルめっ
き層、光沢ニッケルめっき層、マイクロポーラス－ニッケルめっき層を積層した構成を例
示したが、これらの金属めっき層に限定されない。Ｃｕ、Ｚｎ、Ｃｒ、Ｍｏ、Ｆｅ、Ｐｂ
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た、積層順序も特に限定されない。
【００３７】
　・上記実施形態において、被めっき物上に電気めっき処理を施す際、前処理として無電
解ニッケル，銅めっき処理を施したが、かかるめっき処理以外の方法を用いてもよい。
　・上記実施形態において、各めっき処理の温度及び時間は、被めっき物上の種類、生産
性等を考慮し、適宜設定することができる。
【００３８】
　・上記電気めっき浴には、色彩増強剤としてナノダイヤモンド以外に、本発明の効果を
阻害しない範囲内において、コロイダルシリカ等の無機粒子を添加することを妨げるもの
ではない。コロイダルシリカを併用する場合、黄味（ｂ＊値）をより抑制することができ
る。しかしながら、明度（Ｌ＊値）をより抑制する観点から、コロイダルシリカは併用し
ない方が好ましい。
【００３９】
　上記実施形態から把握できる技術的思想について以下に記載する。
　（イ）車両用の内外装部品に適用される前記めっき製品。
【実施例】
【００４０】
　次に、実施例及び比較例を挙げて本実施形態を更に具体的に説明する。尚、本発明の構
成は、各実施例の構成に限定されない。
　＜試験例１：めっき処理されためっき製品の外観特性の評価試験＞
　下記に示される下地めっき処理された被めっき物を調製した。各例の電気めっき浴を用
いて３価クロムめっき処理を行い、得られた各例のめっき製品について、外観特性（黄味
、明度）について評価した。
【００４１】
　（被めっき物）
　前処理により導電性が付与されたＡＢＳ樹脂に下地めっき処理を行った。下地めっき処
理は、導電性ＡＢＳ樹脂基板を常法に従い各種金属めっき浴中に浸すことにより、銅めっ
き層、半光沢ニッケルめっき層、光沢ニッケルめっき層、マイクロポーラス－ニッケルめ
っき層の順で積層されるように処理を行なった。
【００４２】
　（実施例１）
　表１に示される３価クロムめっき用のめっき浴ベース液（Ｂ剤不使用、Ｄ剤５ｍＬ／Ｌ
、Ｋ剤４０ｍＬ／Ｌ）に、ナノダイヤモンドとしてCarbodeon社製のuDiamond plating ad
ditive dispersion（一次粒子４～６ｎｍ）をナノダイヤモンド量がめっき浴中に０．０
５ｇ／Ｌとなるように２．５ｍＬ／Ｌ添加した。下地めっき処理した被めっき物を表２に
示される条件で３価クロムめっき処理し、ナノダイヤモンド粒子を共析させた。
【００４３】
　次に、３価クロムめっき処理されためっき処理物をさらにクロメート処理した。クロメ
ート処理は、ＥＣＲ５００（ＪＵＣ社製）を使用し、常法に従い処理した。得られたクロ
メートめっき処理物（めっき製品）について、表面外観について、光沢外観が得られてい
るか否かについて、下記に示される基準に従い評価した。また、分光測色計（コニカミノ
ルタ社製：ＣＭ－７００Ｄ）を使用し、表面のＬ＊、ｂ＊値のそれぞれの値を測定した。
結果を表３に示す。
【００４４】
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【表１】

【００４５】
【表２】

　（実施例２～７）
　Ｄ剤、Ｂ剤、ナノダイヤモンド（Carbodeon社製：uDiamond plating additive dispers
ion）をそれぞれ表３に示される量、Ｋ剤を４０ｍＬ／Ｌで使用した以外、実施例１と同
様に実施した。結果をそれぞれ表３に示す。
【００４６】
　（実施例８，９）
　Ｄ剤、Ｂ剤、ナノダイヤモンド（Carbodeon社製：uDiamond plating additive dispers
ion）をそれぞれ表３に示される量、Ｋ剤を８０ｍＬ／Ｌで使用した以外、実施例１と同
様に実施した。結果をそれぞれ表３に示す。
【００４７】
　（比較例１）
　Ｄ剤を表３に示される量、Ｋ剤を４０ｍＬ／Ｌ配合し、Ｂ剤及びナノダイヤモンドを配
合しない３価クロムめっき浴を使用した以外、実施例１と同様に実施した。結果を表３に
示す。
【００４８】
　（比較例２）
　Ｄ剤、Ｂ剤を表３に示される量、Ｋ剤を４０ｍＬ／Ｌ配合し、ナノダイヤモンドを配合
しない３価クロムめっき浴を使用した以外、実施例１と同様に実施した。結果を表３に示
す。
【００４９】
　（比較例３）
　Ｄ剤を表３に示される量、Ｋ剤を４０ｍＬ／Ｌ配合し、ナノダイヤモンドを配合せず、
さらにコロイダルシリカをＴｉＯ２粒子（平均粒子径７ｎｍ）に置き換えたＢ剤を４ｍＬ
／Ｌ配合した３価クロムめっき浴を使用した以外、実施例１と同様に実施した。ＴｉＯ２

粒子は、Ｂ剤中のコロイダルシリカと同濃度とした。なお、得られた比較例３のクロメー
トめっき処理物について、所望の光沢外観が得られなかったため、表面のＬ＊、ｂ＊値の
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【００５０】
　（光沢外観）
○：漆黒調の光沢外観が得られている。
×：漆黒調の光沢外観が得られていない。
【００５１】
【表３】

　表３に示されるように、各実施例の構成においては、優れた漆黒調の光沢外観が得られ
、且つ黄味（ｂ＊値）が抑制されためっき膜が得られた。なお、ナノダイヤモンドの含有
量が少ない場合（例えば０．１ｇ／Ｌ以下）においては、黄味が抑制されるのみならず、
明度（Ｌ＊値）が低く、より優れた漆黒調の黒色光沢外観が得られた。
【００５２】
　ナノダイヤモンドを含有しない比較例１及びナノダイヤモンドの代わりにコロイダルシ
リカを使用する比較例２は、表面の黄味が抑制できていないことが確認された。また、無
機粒子として酸化チタンを使用する比較例３は、漆黒調の光沢外観が得られなかった。
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